
【全年次向け】 

ストライキで東京駅の自動販売機が「売り切れ中」に 
「働き方」を正しく理解しよう！ 

進路だより 
 

 

  

 

１日に 43万人の利用客がいる東京駅。「東京

駅で自販機の売り切れが続出している。」そんな

声が SNS上で飛び交い始めたのは 4月 18日の

ことでした。（右の写真は5月3日に行われた全

面ストライキのときのもの）。東京駅では自動販

売機の人気商品を中心に「売り切れ中」が続出

しました。この駅は新幹線の利用客も多いので、頻繁に商品を補充し、「売り切れ」とな

らないようにしています。では、なぜこのようなことが起きたのでしょうか？ 

 「売り切れ」の原因は自動販売機に商品を補充している会社の社員がストライキを行っ

たためです。この会社では「残業代未払い」が横行しており、なかには1日に４時間以上

の「タダ働き」をさせられていた従業員もいたと報じられています。 

 

（１）ストライキ（strike）とは？ 

労働者による争議行為のことを言い、これは憲法で認められた労働者の権利の一つで

す。労働者によって結成された労働組合が「働く事を拒否する」事によって圧倒的に立場

の弱い労働者が、会社に対して圧力をかけて有利に交渉を進めようとすることです。また、

ストライキにより、会社に対して損害を与えた場合でも労働者に対して損害賠償を請求

することはできません。 

もちろん、ストライキ中は「働かない」わけですから、その間の賃金は支給されません。

しかし、そうしてでも会社に対して抗議をしたい場合に用いる方法です。 
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上の段の商品がすべて「売切」の表示となった自販機 



（２）「残業代未払い」「過労死ラインを超える残業」が当たり前に・・・ 

「ストライキ」という実力行使に踏み切ったのは、身の危険を感じるほどの過酷な労働

環境が原因でした。「毎日 5時間以上の残業が常態化していて、ずっと体調が悪かった。

多いときで110時間くらい。それで昨年の秋ごろ、ろれつが回らなくなり、朝も起き上が

ることができなくなったんです。」と、従業員の一人は話をしていました。また、助けを

求めに労働基準監督署への申告を行った現役社員に対して、会社が「懲戒処分」をしよう

としたことも大きな問題となっています。 

 

（３）ハローワークもこの会社の求人を受付停止措置 

このようなストライキが行なわれると、「不満があって“働かない”というなら新しく

“働く人”を雇えばいい」と、会社は考えます。このような事態に歯止めをかけるため、

職業安定法では、ストライキが発生している際に、ハローワークの求人を止めることがで

きると定めているのです。５月３日現在、管轄のハローワークでは、この会社の求人受け

付けを拒否する状態になっています。 

 

（４）就職活動は「学校斡旋による就職」を活用すること 

一部の縁故採用を除き、就職活動をする際には原則として「ハローワークと協力して就

職活動をサポートする“学校斡旋による就職活動”」を活用することをおすすめします。

この方法を使えば、（３）のように、注意をしなければならない会社の求人票にはストッ

プがかかります。また、学校が間に入ることにより、なにかトラブルが発生した場合に、

相談に乗ることができるようになります。 

皆さんにとって、“最も適した就職方法”として紹介した「学校斡旋による就職」です

が、授業への出席状況が極端に悪いなど、「卒業の見込みが立たない場合」には利用する

ことが困難な仕組みとなっています。学校は休まずに登校しましょう。 
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